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整
形
外
科
・
脊
椎
セ
ン
タ
ー
大
門
医
師
が
頸

椎
分
野
で
最
も
権
威
の
あ
る
国
際
学
会
で
あ
る

国
際
頸
椎
学
会
（
フ
ロ
リ
ダ
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0
1

7

）
のB

e
st 

C
lin

ica
l 

P
o
ste

r 
A

w
a

rd

を
「A

2
0

-y
e
a
r 

p
ro

sp
e
ctiv

e
 

lo
n

g
itu

d
in

a
l 

stu
d

y
 

o
n

 

d
e
g
e
n

e
ra

tio
n

 o
f th

e
 ce

rv
ica

l sp
in

e
 u

sin
g
 

M
R

I 
in

 
v
o
lu

n
te

e
rs

」
で
受
賞
い
た
し
ま
し

た
。
193
名
の
健
常
者
の
20
年
前
の
頸
椎
M

R

I
画
像
と
新
た
に
撮
影
し
た
画
像
の
変
化
を
調

査
し
、
加
齢
性
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。 

20
年
間
で
は
95
％
の
被
験
者
に
何
ら
か
の

画
像
上
の
加
齢
性
変
化
が
み
ら
れ
、
ま
た
画
像

上
の
変
化
は
必
ず
し
も
頚
部
痛
や
肩
こ
り
の
発

現
に
関
連
し
な
い
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

医療法人財団 荻窪病院 地域連携室    
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20
年
と
い
う

長
期
に
お
け
る

頸
椎
画
像
を
現

在
と
比
較
し
た

研
究
は
世
界
的

に
例
が
な
く
、

若
手
医
師
の
活
躍
を
ご
紹
介
し
ま
す 

   

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
血
管
外
科
学
会
で 

飯
田
泰
功
医
師
の
研
究
が 

ベ
ス
ト
８
ア
ワ
ー
ド
に
入
り
ま
し
た 

頸
椎
疾
患
の
治
療
方
針
や
術
後
の
長
期
経
過
を

見
る
上
で
貴
重
な
デ
ー
タ
と
な
る
こ
と
が
、
高
く

評
価
さ
れ
て
の
受
賞
で
す
。 

脊
椎
を
専
門
と
す
る
大
門
医
師
。
「
今
回
、
運

よ
く
ア
ワ
ー
ド
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
研
究
は
ま
だ
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
外
来

や
手
術
な
ど
日
頃
の
診
療
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
腰
痛
な
ど
脊
椎
疾
患
を
中
心

に
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
」。 

こ
の
研
究
は
、
実
験
的
マ
ウ
ス
大
動
脈
解
離

モ
デ
ル
に
お
い
て
キ
サ
ン
チ
ン
オ
キ
シ
ド
レ

ダ
ク
タ
ー
ゼ(

Ｘ
Ｏ
Ｒ)

阻
害
薬
が
活
性
酸
素

の
発
生
を
抑
制
す
る
こ
と
で
抗
炎
症
作
用
を

発
揮
し
、
大
動
脈
解
離
の
発
症
を
抑
え
る
と
い

う
も
の
で
す
。
大
動
脈
解
離
の
薬
物
治
療
お
よ

び
予
防
効
果
の
可
能
性
を
示
唆
し
た
論
文
は

少
な
く
、
そ
の
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

大
動
脈
疾
患
、
末
梢
血
管
疾
患
を
専
門
と
す

る
飯
田
医
師
。「
従
来
のo

p
e
n

 su
rg

e
ry

に
加

え
、
近
年
ま
す
ま
す
広
ま
っ
て
き
た
大
動
脈
疾

患
に
対
す
る
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
手
術
も
併

用
し
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
の
病
態
に
即
し
た
、

幅
広
い
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
治
療
を
実
践
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
動
脈
弁
疾
患
に
対

す
る
自
己
心
膜
を
用
い
た
再
建
術(A

V
N

e
o
)

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
先
生
方
の
ご
紹
介
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
全
力
で
努
力
し
ま
す
」。 

整
形
外
科 

大
門 

憲
史
（
だ
い
も
ん 

け
ん
し
） 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
血
管
外
科
学
会
（
リ
ヨ
ン
・

2
0

1
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）
で
心
臓
血
管
外
科
の
飯
田
医
師
が
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」
で
、
ベ
ス
ト
8
ア
ワ
ー
ド
を
受
け
ま
し

た
。
採
択
率
20

%(

ポ
ス
タ
ー
の
み)

、
107
題
か

ら
の
選
出
で
す
。 

 

日本整形外科学会専門医 
 
2009 年慶應義塾大学医学部卒業。
慶應義塾大学病院等を経て、2016
年荻窪病院着任。「患者さんととも
に最善の方法を選択し、治療を行
っていきたいと考えております」 
 

国
際
頸
椎
学
会
で
大
門
憲
史
医
師
が 
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を 
受
賞
し
ま
し
た 

心
臓
血
管
外
科 

飯
田 

泰
功
（
い
い
だ 

や
す
の
り
） 医学博士 

慶應義塾大学特任助教 
日本外科学会外科専門医･指導医 
心臓血管外科専門医認定機構心臓
血管外科専門医・修練指導者ほか  
 
2001年東京医科大学医学部卒業。 
スタンフォード大学血管外科、済生会横
浜市東部病院等を経て、2017年荻窪病
院着任。胸部ステントグラフト指導
医、腹部ステントグラフト実施医の
資格も持つ。 
 

受賞式にて 


